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新製品紹介

ハイリング工法®

近年，インテリジェントビルに
代表される設備機能の複雑化，ま
た階高増，鋼材量の節約の要求に
対し，従来はり下に設置していた
設備用配管類等を直接はりに貫通
させる有孔はりが多用されている
（図１）。
この有孔はりは，はりウェブが

一部欠損しているため，無孔はり
よりも耐力・剛性が低下している。

図２に示すハイリング工法は，
貫通孔部に補強材としてハイリン
グ（図３）を用いることではりの
耐力を確保し，建築物の安全性，
施工性を向上させるものである。
１．特長

①建築基準法37条の国土交通大臣
認定取得。（MSTL-０１３６）
②（財）日本建築センター評定取得。
（BCJ評定-ST００９５-０２）

③はり端部塑性化領域も貫通孔設
置が可能となる。
④貫通孔径は，はり成の１/２以下ま
で可能。
⑤施工性の改善により，はりの加
工工数低減が可能となり，コス
ト削減・工期短縮が見込める。
HIRING，ハイリング，ハイリン
グ工法は当社の登録商標です。

（日立機材株式会社）

HIRING® Construction Method

図４　載荷試験

Fig. 4 Load test.

図１　従来工法

Fig. 1 Conventional construction method.

図２　ハイリング工法

Fig. 2 HIRING construction method.

図５　荷重変形性能

Fig. 5 Load-deformation behavior.
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図３　ハイリング

Fig. 3 HIRING.
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